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研究成果の概要： 

 本研究は、環境保護の視点から広告のテクストを批判的に分析することを目的とし、自動車

広告を対象として、テクストを言語・イメージ・音楽の要素に分け、言語学、景観学、音楽人

類学、文明論の専門家による共同作業によって、広告テクストにアプローチした。江口は広告

に使われる商品名の分析とイメージの分析を、江尻はテクストと広告の両方の分析を、諏訪は

音楽の分析を行った。渡部は広告魔術の誕生を 19 世紀フランスにおける消費社会の誕生に遡

って考察した。 

 共同研究の結果、芸術的テクニックの持ち主である広告の送り手は、言語、イメージ、音楽

のような構成物という素材を用い、商品購入への欲望を掻き立てるという魔術的効果を意図し

ているのだが、広告の魔術的効果は受け手側の解釈に大きく依存していることが考察された。

広告の言語、写真、音楽はある人にとっては、「非日常的な神聖な世界」であるが、ある人にと

っては、「地獄」となる。もう一つの発見は、近年新聞や雑誌で多く見受けられるようになった

環境保護を重視する言説の間には、それを打ち消す広告が挿入されていることであった。TIME

の記事と広告の関係を分析した江尻は、雑誌の記事では環境保護を訴え、挿入された広告では

自然征服を謳歌するという矛盾に満ちたものであることを発見した。渡部による 19 世紀の雑

誌メディアの考察と併せて読むと、雑誌メディアが消費社会と密接な関係を持つという雑誌の

特性が現代にも脈々とつながっていることが分かった。 
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１．研究開始当初の背景 
 レイモンド・ウィリアムス (Raymond 
Williams)の広告批評、“Advertising: the 
Magic System”の発表以来、カルチュラル・
スタディーズの研究者、ジェンダーの研究者、
言語学者、メディア研究者らが、個人の欲求
を商品の購入に結びつける広告の魔術を研
究テーマとしてきた。しかし、それらの研究
は、権力やジェンダーの視点から取り組まれ
たものであり、自然との共生や地球環境保護
の視点からの研究は、最近の環境広告テクス
ト研究のわずかな例を除いて、ほとんど存在
していない。 
 

２．研究の目的 
 本研究は、環境保護の視点から広告のテク
ストを批判的に分析することを目的とした。
本研究は、広告テクストがどのように魔術と
して作用するかを環境保護の視点から解明
することを目的とした。 
 

３．研究の方法 
 本研究の特徴の一つは広告テクストへの
アプローチにある。従来の広告テクストの分
析は言語表現を中心とするものが多かった
が、本研究では、テクストを言語・イメージ・
音楽の要素に分け、言語学、景観学、音楽人
類学、文明論の専門家による共同作業によっ
て、広告テクストにアプローチした。江口は
広告に使われる商品名の分析とイメージの
分析を、江尻はテクストと広告の両方の分析
を、諏訪は音楽の分析を行った。渡部は広告
魔術の誕生を 19 世紀フランスにおける消費
社会の誕生に遡って考察した。 
 

４．研究成果 
 共同研究の結果、広告の魔術的効果は受け
手側の解釈に大きく依存していることが考
察された。広告の送り手は、言語、イメージ、
音楽のような広告テクニックを駆使して、商
品購入への欲望を掻き立てることを意図し
て広告を政策する。しかし、共同作業による
分析の結果、そのような意図は、必ずしも達
成されないということが考察された。 
 江口の言語とイメージの分析から、広告の
言語とイメージの意味は、受け手側の文化に
大きく依存していることが分かった。同様に、
諏訪の音楽の分析からも、音楽はある人にと
っては、「非日常的な神聖な世界」であるが、
ある人にとっては、「地獄」となることがわ
かった。 
 もう一つの発見は、近年新聞や雑誌で多く
見受けられるようになった環境保護を重視
する言説の間には、それを打ち消す広告が挿
入されていることである。TIMEの記事と広
告の関係を分析した江尻は、雑誌の記事では
環境保護を訴え、挿入された広告では自然征

服を謳歌するという矛盾に満ちたものであ
ることを発見した。この矛盾は、雑誌という
メディアの特性であることが、渡部による 19

世紀の雑誌メディアの考察から明らかにな
った。雑誌メディアは、消費社会との密接な
関係によって誕生し、その雑誌の特性は現代
にも脈々とつながっていることが分かった。 
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